
平成　　年　　月　　日
　環境大臣　殿
　　　　　　　　　　補助事業者　住　　　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　氏名又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　代表者の職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　印
平成１８年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（民間団体）
街区まるごとＣＯ220%削減事業申込書
　街区まるごとＣＯ220%削減事業に下記により応募いたします。
記
１　補助事業の名称
２　補助事業の目的及び内容
      　別紙１　実施計画概要のとおり
３　補助金交付申請額　　　　　　　　　　　　　　　　　千円
　　（うち消費税及び地方消費税相当額  　　　　　　　　　円）
４　補助事業に要する経費及び補助金の配分額
      　別紙２　経費内訳のとおり
５　補助事業の開始及び完了予定年月日
　　　　　　　　　　年　　月　　日　～　　　年　　月　　日
６　その他参考資料
別紙 1
街区まるごとCO2２０％削減事業実施計画概要
	事　業　名
	  

	事業実施者（法人名）

	

	事業実施者の
代表者氏名
右の欄は9ポイントで記入してください
	氏名（上段フリガナ）
	生年月日
	所属機関名・部局・役職名

	
	
	
	

	
	電話番号
	Fax番号
	E-mailｱﾄﾞﾚｽ
	所属機関所在地

	
	
	
	
	

	経理責任者
右の欄は9ポイントで記入してください
	氏名（上段フリガナ）
	生年月日
	所属機関名・部局・役職名

	
	
	
	

	
	電話番号
	Fax番号
	E-mailｱﾄﾞﾚｽ
	所属機関所在地

	
	
	
	
	

	事業の主たる実施場所
	名称
	
	所在地
	

	<事業の概要・目的・ポイント>

	


	※なるべく１ページで記載してください。複数ページにわたる場合は、本ページと同様、右上に事業実施者名を記して下さい。
	<事業実施者>
	

	<事業の効果・有望性>　

	【ＣＯ２削減効果】
【ＣＯ２削減効果の算定根拠】
【削減コスト】

【削減コストの算定根拠】

【有望性】



	※なるべく１ページで記載してください。複数ページにわたる場合は、本ページと同様、右上に事業実施者名を同様に記してください。
	<事業実施者>
	

	＜事業の内容及び事業計画＞　

	


	※なるべく１ページで記載してください。複数ページにわたる場合は、本ページと同様、右上に事業実施者名を同様に記してください。
	<事業実施者>
	

	＜資金計画＞　


	


	<事業の実施体制>　

	


	＜関連する事業についての取組状況／今後の計画＞ 

	

	＜関連する事業についての他の助成制度の申請について＞ 

	


別紙
街区まるごとCO2２０％削減事業実施計画概要【記入例】
	事　業　名
	（10ポイントで記入してください。事業内容を反映した簡潔な事業名としてください。）

	事業実施者（法人名）
10ポイントで記入してください
	（例）○○株式会社

	事業実施者の
代表者氏名
右の欄は9ポイントで記入してください
	氏名（上段フリガナ）
	生年月日
	所属機関名・部局・役職名

	
	　チキュウ　イチロウ
　　地球　一郎
	1961年01月01日
	○○株式会社代表取締役

	
	電話番号
	Fax番号
	E-mailｱﾄﾞﾚｽ
	所属機関所在地

	
	XX-XXXX-XXXX
	XX-XXXX-XXXX
	mmmmmmmm@mm.mm.jp
	〒111-1111　○○県○○市…

	経理責任者
右の欄は9ポイントで記入してください
	氏名（上段フリガナ）
	生年月日
	所属機関名・部局・役職名

	
	　ちきゅう　ジロウ
　　地球　二郎
	1961年01月01日
	○○株式会社経理担当役員

	
	電話番号
	Fax番号
	E-mailｱﾄﾞﾚｽ
	所属機関所在地

	
	XX-XXXX-XXXX
	XX-XXXX-XXXX
	mmmmmmmm@mm.mm.jp
	〒111-1111　○○県○○市…

	事業の主たる実施場所
	名称
	
	所在地
	

	<事業の概要・目的・ポイント>

	○記入上の注意
提案される事業の概要を１００字以内で記載して下さい。
また、事業のポイントはどこにあるのか（通常の、又は既存の街区と比べてどのような追加設備の導入やその他の対策を講じるのか、二酸化炭素排出量削減の上でどこが重要なポイントなのか）を簡潔にわかりやすく記載してください。
10ポイントで記入してください。なるべく欄内におさまるように、簡潔にわかりやすく記入してください。
○記載例
【概要】
　・・・の事業を行う。（１００字以内）
【目的】
　本事業は、・・・することを目的とする。
【ポイント】
　本事業のポイントは、以下のとおりである。
　①・・・・
　②・・・・
　③・・・・



	※なるべく１ページで記載してください。複数ページにわたる場合は、本ページと同様、右上に事業実施者名を記して下さい。
	<事業実施者>
	(例)　○○株式会社

	<事業の効果・有望性>　

	○記載上の注意
事業が行われた場合のエネルギー起源ＣＯ２の削減効果（ＣＯ２削減対策として導入する主な設備・対策ごとのＣＯ２削減量、街区全体でのＣＯ２削減量、街区全体でのＣＯ２削減率）、削減コスト（ＣＯ２を１トン削減するのに必要なイニシャルコスト及びランニングコスト）を記載してください。
その計算根拠のわかりやすい説明も付記してください。
有望性については、事業で採用する設備・技術を、他の省エネルギー・代替エネルギー対策となる設備・技術と比較して、ＣＯ２削減効果のポテンシャル、費用対効果、普及可能性といった点について説明することが考えられます。
10ポイントで記入してください。
【ＣＯ２削減効果】
【ＣＯ２削減効果の算定根拠】
【削減コスト】
【削減コストの算定根拠】

【有望性】




	※なるべく１ページで記載してください。複数ページにわたる場合は、本ページと同様、右上に事業実施者名を同様に記してください。
	<事業実施者>
	　(例)　○○株式会社

	＜事業の内容及び事業計画＞　

	○記載上の注意
事業の全体像、実施場所、事業規模、毎年度の事業の内容・方法を定めた事業計画を記載してください。
10ポイントで記入してください。
枠内に適宜図表を挿入して構いません。図表をオブジェクトとして貼り付ける場合、ファイル容量を抑えるよう最大限努めてください。


	※なるべく１ページで記載してください。複数ページにわたる場合は、本ページと同様、右上に事業実施者名を同様に記してください。
	<事業実施者>
	(例)　○○株式会社

	＜資金計画＞　


	記載上の注意
事業期間（当年度に限らず、補助対象とすることを希望する設備の整備に要する期間）中の資金需要を、年度ごとに記載してください。年度ごとの資金需要は、主な補助対象設備ごとに示して下さい。
10ポイントで記入してください。
枠内に適宜図表を挿入して構いません。図表をオブジェクトとして貼り付ける場合、ファイル容量を抑えるよう最大限努めてください。）


	<事業の実施体制>　

	○記入上の注意
事業実施体制・組織について簡潔に記載してください。補助対象となる設備を申請者・住宅等の購入者以外の事業者等が運転・管理する場合には、その事業者等を含めて記載して下さい。
10ポイントで記入してください。



	＜関連する事業についての取組状況／今後の計画＞ 

	○記載上の注意
本事業の申請者が、本事業のように街区や面的な開発においてエネルギー起源ＣＯ２の排出を削減する事業に既に取り組んでいる場合、又は、今後取り組むことを計画している場合に、その取組内容を簡潔に記載してください。
10ポイントで記入してください。


	＜関連する事業についての他の助成制度の申請について＞ 

	○記載上の注意
他の助成制度でこれまで過去３年間で実施した類似の事業の有無と、助成制度名、課題名、概ねの予算規模、本事業との関係について簡潔に記載してください。
10ポイントで記入してください。


PAGE  

